
2023年度 2024年度 2025年度

❶ 取締役会での「東レグループ
　 事業戦略論議」の実施回数

8回 8回 8回 ※(1)

❷ 内部統制システム基本方針の
　 運用状況に関する取締役会
　 評価結果

90% 90% 90% ※(1)

❶ 重大な法令・通達違反件数 0件 0件 0件 ※(1)

❷ 法務内部監査の実施率
　（社数・%）

※(1)

❸ 重要法令、その他コンプラ
　イアンスに関する情報発信・
　教育の実施率（社数・%）

100% 100% 100%
※(1)

❶ 重大災害件数 0件 0件 0件 ※(1) 

❷ 世界最高水準の安全管理レベル
　 達成
　（目安：休業度数率0.05以下）

0.05以下 0.05以下 0.05以下 ※(1) 

❸ 火災・爆発事故件数 0件 0件 0件 ※(1) 

❹ 環境事故件数 0件 0件 0件 ※(1) 

❺ GHG排出量売上収益原単位の
　 削減率

※(1) 

❻ 太陽光発電設備能力の増加率 ※(1) 

❼ 用水使用量売上収益原単位の
　 削減率

※(1) 

❽ 廃棄物リサイクル率 86%以上 87%以上 87%以上 ※(1) 

❾ VOC大気排出量の削減率
2000年度比
70%以上

2000年度比
72%以上

2000年度比
72%以上

※(1) 

❶ 品質保証コンプライアンス教育
　 の実施率（人数・%）

100% 100% 100% ※(1) 

❷ 監査実施率（社数・%） 100% 100% 100% ※(1) 

❸ 製品事故件数 0件 0件 0件
※(1)

❶ 内部統制評価チェックリストの
   関係会社での自己点検とその結
   果のフォロー実施率（社数・%）

35% 70% 100% ※(1) 

❷ 関係会社の情報セキュリティ
　 評価／リスク低減の実施率
  （社数・%）

35% 70% 100% ※(1) 

KPI
（重要達成指標）

目標値 集約対象
範囲

CSRロードマップ 2025 KPI一覧表

・東レ（株）：100%
・国内関係会社、海外関係会社：リスクを有す
  る会社を重点的に実施

2013年度比40%（2025年度）

2022年度比10%（2025年度）

2013年度比40%（2025年度）

1 企業統治

2 倫理と

コンプライアンス

3 安全・防災・環境

保全

4 製品の品質と安全

5 リスクマネジメント

集約対象範囲：※(1)東レグループ、※(2)東レ（株）

1 企業統治

2 倫理と

コンプライアンス

3 安全・防災・環境

保全

4 製品の品質と安全

5 リスクマネジメント



2023年度 2024年度 2025年度

❶ コーポレートサイト閲覧件数 100万PV/月 100万PV/月 100万PV/月 ※(2)

❷ 社内意見交換の面談実施進捗率
（1巡目）
100%完

（2巡目）30% （2巡目）60% ※(1) 

❸ 経営層が参加する主要投資家
 　面談件数

延べ120件 延べ120件 延べ120件 ※(1)

❹ プレスリリース件数 200件 200件 200件 ※(1)

❶ サステナビリティイノベー
　 ション事業の売上収益

※(1)

❷ バリューチェーンへの
　 CO2削減貢献量※(3)

※(1)

❸ 水処理貢献量※(4) ※(1)

❶ 人権教育・研修の実施率
　（社数・%）

100% 100% 100% ※(1)

❷ 法定障がい者雇用率の達成率
　 （社数・%）

100% 100% 100%
東レグループ

(国内)

❸人事情報システムを活用した
  基幹人材のキャリア形成の取組み
（「キャリアシート」の実施状況）
（社員数・%）

対前年比
対象拡大

対前年比
対象拡大

対前年比
対象拡大

※(1)

❹ 育児休職からの復職率 100% 100% 100%
東レ（株）
在籍社員

❺ 男性の育児休職と育児目的休暇
　 の取得率

対前年比向上 対前年比向上 対前年比向上
東レ（株）
在籍社員

(海外勤務者除く)

❻ 法定外労働時間45時間／月
   超過社員数の低減

対前年比低減 対前年比低減 対前年比低減 ※(2)

❼ 組合員年休取得率 90% 90% 90% ※(2)

❶ 「東レグループCSR調達行動
　 指針」への同意を確認したサプ
   ライヤーの比率（社数・%）

75%以上 85%以上 90%以上 ※(1)

❷ サプライチェーンデューデリ
   ジェンスの実施率（件数・%）

90%以上 ※(1)

❸ 環境保全･人権尊重に配慮した
   パーム油を使用している油剤
　 などの比率（購買金額、%）

90%以上 ※(2)

❹ 物流におけるCO2排出量原単
   位の前年対比削減率

1% 1% 1%
東レグループ
（特定荷主:
東レ、TAF）

❺ 主要社外在庫拠点の内、自然
　 災害リスクを評価し、重大な
　 リスクへの対策が完了した
　 拠点の比率（拠点数・%）

60%以上 75%以上 90%以上 ※(2)

❶ 社会貢献活動支出額比率
　〔直近6年間の平均支出額対比〕

100％以上 100％以上 100％以上 ※(1) 

❷ 社会貢献活動の実施件数 2,500件以上 2,500件以上 2,500件以上 ※(1)

❸ 出張授業やキャリア教育などの
　 教育支援活動の受益者数

15,000人以上 15,000人以上 15,000人以上 ※(1)

集約対象
範囲

1兆6,000億円（2025年度）

2013年度比15倍（2025年度）

2013年度比2.9倍（2025年度）

KPI
（重要達成指標）

60%以上
（2024年度）

70%以上
（2024年度）

目標値

6 コミュニケー

ション

7 事業を通じた社会

的課題解決への

貢献

8 人権推進と

人材育成

9 サプライチェーン

におけるCSRの推進

10 良き企業市民とし

ての社会貢献活動

8 人権推進と

人材育成

9 持続可能なサプラ

イチェーンの構築

※(3)製品のバリューチェーンを通じたCO2排出量削減効果を、日本化学工業協会、ICCA（国際化学工業協会協議会）及びWBCSD（持

続可能な開発のための経済人会議）の化学セクターのガイドラインに従い、東レが独自に算出したもの。

※(4)各種水処理膜（RO/UF/MBR）毎の1日当たりの造水可能量に売上本数を乗じて算出したもの。

6 コミュニケー

ション

7 事業を通じた社会

的課題解決への

貢献

8 人権推進と

人材育成

9 サプライチェーン

におけるCSRの推進

10 良き企業市民とし

ての社会貢献活動

8 人権推進と

人材育成

9 持続可能なサプラ

イチェーンの構築


